
高学年の水泳指導
ｰ背泳～着衣泳ｰ

レジ袋で浮く



学校水泳の課題
水泳＝安全教育神話

水泳の目的を問われると、「水から命を守るために不可欠な学習」というのが一般的な理解であ
ると思われますが、そのための教材として、クロールや平泳ぎを学習することが、果たして適切な
のでしょうか。これらの泳ぎは外国から輸入された泳法であり、プールという閉ざされた空間の中
で、速さを競うために開発された泳ぎです。決して「水から命を守る」泳ぎではありません。それを
学習することによって、命を落とすことになった「なだしお事件」の犠牲者の話を紹介します。

なだしお事件（※後に資料）

1988年横須賀沖で、自衛隊の潜水艦「なだしお」と釣り漁船「第一富士丸」が衝突して、30名が

亡くなるという事件がありました。衝突直後、海に投げ出された人の中に、長野県の若い女性が
いました。泳いでいるのを見たと、救助された人が証言しています。その場所が海岸から3㎞だっ

たので、救助された人たちの中には、「あの人なら岸まで泳いでたどりついているものだと思って
いた。」と言う人もいました。ところが、後日、泳ぎ疲れたのか水死の状態で発見されたのです。泳
げるという過信が命を落とすことになっています。彼女は近代泳法の犠牲者とも言えるのではな
いでしょうか？



水辺文化を丸ごと学ぶ
水辺文化を学ぶ水泳を

なだしお事件から、競泳であるクロールや平泳ぎを学習することが「水からの安全」のための水
泳につながっていないことがよくわかります。クロールや平泳ぎは何のために学習するのでしよう
か？更に水泳の目的は一体何なのでしょうか？

同志会では、「水辺文化を学ぶこと」を水泳指導の目的と捉えています。水辺文化という聞き慣
れない言葉ですが、幼児や小学校低学年の水慣れや水遊び、競泳を目的とする近代泳法、日本
泳法、更にはかつてあった臨海学校で展開される水泳指導もその範疇に入ります。そして、安全
のための水泳などもそこに含まれ、水辺文化に関わる泳ぎ、それに関連する歴史的経緯なども
含めて、それらを学習の対象とし、教材化して水泳の授業が成立すると考えます。

 水泳の成立について考えてみると、初めは生活術のための水泳が世界各地で生まれました。

その後、移動手段や軍事として用いられ、一方で沐浴からも水泳が起こりました。近代スポーツ
の発祥の地であるイギリスでは、様々な泳法が考えられ、競泳のために泳法改良が加えられ、や
がて近代泳法に発展しました。プールが出来たことにより競技会が開かれ、競泳が急速に広まっ
ていきました。クロールや平泳ぎは、この競泳という枠組みの中で成立した泳法です。学習指導
要領要領に示される水泳は、競泳という余りにも偏った扱いであり、それらは水辺文化のごく一部
でしかないのです。



背泳は何のために教えるのか

人命救助の泳ぎとして成立した背泳

右の図は近代４泳法の成立を示したものです。古くから泳がれていた泳法は、平泳ぎであり、競泳
の始まる1800年頃は、カエル足の他にあおり足でも泳がれていました。速く泳ぐために水の抵抗を軽
減する工夫から、平泳ぎからクロールやバタフライが生まれました。

それに対して、背泳は人命救助の泳ぎとして成立します。その後、ドーバー海峡横断（1902年ホルベ
イン(仏)）など、長い距離を泳ぐ泳ぎとして広まります。脚はカエル足、体側で腕を同時に掻くエレメンタ

リーバックストロークという泳ぎでした。その後、クロールの影響を受け、交互に腕を掻くことから、競泳
の背泳に発展していくのですが、一方で、エレメンタリーバックストロークは人命救助の泳ぎとして現在
も受け継がれています。

 背泳の背後には、人命救助の泳ぎとして成立したという、他の泳法と違った歴史的な経緯がありま

す。背泳（競泳ではない背泳、例えば背浮きキックなど）は、体力を消耗せず長い時間浮いた状態で
いられること、常に水上に顔を出しているために水中での息つぎが要らないことなどの利点があり、こ
れらが安全のための泳ぎとして有効です。安全を目的にする水泳指導を行うのであれば、背泳を中
心とした学習が用意されなければなりません。決して、クロールや平泳ぎは競泳のための泳法であっ
て、安全のための泳ぎではないのです。



日本泳法とは

日本は周囲を海に囲まれた島国だったので、各地のそれぞれの場所（川、海）で水泳が発生し、
生活と結びついた様々な泳ぎが考え出されました。現在でも１３の日本泳法の流派が日本の各地
で活動を行っています。日本泳法と言えば、抜き手、横泳ぎ、立ち泳ぎなどがありますが、それら
に共通する特徴として、海や川などの流れのある場所で生まれた泳ぎであること、その多くは水上
に顔を上げた泳ぎであること、平泳ぎを基礎泳法としていることなどが挙げられます。

日本泳法の位置づけ
しかし、限られた水泳指導の時間で、しかも流れのないプールで、日本泳法を習熟することは

大変困難です。そこで、「静かな水」で近代泳法を学習する、「動く水」で日本泳法を学習
すると位置づけました。日本泳法を「動く水」での学習として扱い、実際の授業ではプー
ルでうずまきなどの「動く水」を作り、そこで泳ぎます。高学年では、クロールや平泳ぎ
などの近代泳法を学習する一方で、流れる水の中で日本泳法の平泳ぎや抜き手を学習しま
す。それが近代泳法や日本泳法を含めた水辺文化の学習になると考えるのです。また、本
実践の「水からの安全」という点に引き寄せてるると、常に水上に顔を出して、目的物に
向かって泳ぐのは、日本泳法に特長です。後で紹介する「順下」などは、水に脚から飛び
込んで、抜き手で泳ぐことなど、日本泳法も積極的に取り入れたいと考えます。

日本泳法について



競泳  バタフライ 速さについての技術学習 個人メドレー アーティスティックスイミング

日本泳法を含む水辺文化      横泳ぎ、抜き手、立ち泳ぎ
 教室でする水泳       近代泳法の発展史     水着・プールなど

ドル平の教育課程

水慣れ 水慣れ遊び 潜る遊び  浮く遊び
お話水泳 浮くまで 浮いてから

⇓
ふしうき呼吸

ドル平

平泳ぎ（競泳）
※学習指導要領では平泳ぎは高学年で履修すること
になっているが、ドル平との関連があるため、中学年
（４年生）でも習熟は可能である。ただ、カエル足の習
得が難しいために近年では高学年での実践が多い。

近代泳法と日本泳法

・平泳ぎ・平泳ぎ(日本泳法)
・クロール・抜き手 （↓今回の指導）
･背泳ぎ・エレメンタリーバックストローク～着衣泳

小学校低学年

小学校中学年

小学校高学年

中学校・高校



ドル平指導では、ペア学習（技能傾斜のある２人組）、それらを複数にした４人～６人
のグループ学習で授業が進められます。

○ｰ○（泳ぎが得意な子どもー苦手な子ども） ４人～６人で１つの
○ｰ○（ 〃 ） ⇒  グループを形成する。
○ｰ○（ 〃 ）  

・このペア（３人の場合はトリオ）は、通常は学習の最後
まで変えない。
・リズムの声をかけ合いながら泳いだり、グループで観
察、実験し合ったりする中で、子どもたちは確実に泳げ
るようになっていきます。
※能力別に分けなくても子どもたちが泳げるようになっ
ていく事実が、能力別指導を支持する教師の意識を変
えていくのです。

ドル平指導の手立て

６人グループ。息つぎの様子を観察している



背泳の指導過程





背泳の指導過程





抜き手の指導過程



背泳・エレメンタリーバックストローク

【授業の流れ】
・授業の前半は、ドル平、背泳、エレメンタリーバックストローク、抜き手
の技術学習を行います。
・授業の後半は、習熟の時間とし、うずまきを２クラスが作り、そのまわり
を２クラスが泳ぎます。

【グループ学習】
・ペア（２人組）を中心に学習を進めます。ペアは技能傾斜のある人組と
します。ペアを２組や３組としたグループを作り、グループで観察したり、
課題について考えたりするときは、グループでの活動となります。

【学習カード】
・毎時間の学習内容を示した個人ノートを作ります。
＜授業前＞その時間の内容を書いたプリントを配布します。
＜授業後＞着替えが終わったら、まずペアが学習カード（プリン
ト）に記入します（●）。それを見て今日の学習の振り返りをしま
す（◎）。それを教師に提出し、プリントが返ってきたら、ノートに
貼ります。

ブイ



とびこみについて

小学校： 水中からのスタートを指導するものとする。
中学校 ：泳法との関連において水中からのスタート及びターンを取り上げること。
高等学校：スタートの指導については、段階的な指導を行うとともに安全を十分に確保すること。
1年生は水中からのスタート→飛び込みは取り扱わない、
2、3年生も原則水中からのスタート生徒の能力や実態に応じて飛び込み指導も可能だが段階的指導を行うこと。
※段階的指導＝児童・生徒の技能・体力に応じた指導

かつては「逆飛び込み」が小学校の学習指導要領要領にも例示されていましたが、飛び込みの際
の事故が後を絶たず、1992年の学習指導要領からは「水中からのスタート」となっています。

現在では「逆飛び込み」は禁じられているものの、高校3年生では段階的指導で可能です。しか
し、段階的指導という言葉も基準が曖昧であり、20年以上経った現在も水泳の事故は起きています。

2016年、東京都の高校で飛び込みによるプール事故が起こりました。担当教諭は、プール上に差
し出したデッキブラシの柄を越えて飛び込むよう指示し、当時3年生だった元男子生徒はプールの
底に頭を打ち付けました。首を骨折し胸から下が麻痺の状態となり、元男子生徒と家族が東京都に
賠償を求める裁判を起こしました。
※2021年11月22日、東京地裁で裁判官は「生徒の安全を守るべき教諭としての過失は重い」として、求刑通り罰金
100万円の判決を言い渡しました。また、「前途有望な高校生が事故で重い障害を負い、身体的、精神的な苦痛を被っ
たほか、将来にわたって介助が必要な状態になった」と指摘して、都に対し3億8000万円余りを支払うよう命じました。

水深を確保できない学校のプールで、飛び込みを教える必要はありません。そのため、学習指導要
領要領に記載されている高3の指導内容は問題があると言わざるを得ません。また、水深を確保で
きないのにスタート台を設置するというプールの構造上の問題があるでしょう。



順下 逆下とびこみについて
水深が確保できないのにスタート台を設置するプールの構造上の問

題や学習指導要領の基準が曖昧（高3の指導内容）などという問題が
あります。これは、現在の水泳指導が競泳を対象とした水泳指導であ
るからであり、競泳を目的としない水泳指導の在り方を考える必要が
あります。

実生活の中の水泳を考えた場合、水に入ることから泳ぎが始まるの
で、一方で「飛び込み」をきっちり教える必要があると考えます。
「安全のための」という視点に立った場合、足から水に飛び込むこと
や、水中に体を沈めない入水の仕方を積極的に教えたいものです。

その一つの方法として、日本泳法に注目したいです。日本泳法には
「順下」「逆下」という水の中に飛び込む方法があります。両者に共
通することが、水の抵抗を受けやすいように飛び込み、水中に体を沈
めないことです。競泳の「逆飛び込み」のように、水の抵抗を減らす
ために頭から飛び込むのではなく、体を水中に沈めない飛び込み方を
行います。体に水の抵抗を受けて、頭を水上に出すような飛び込み方
が良しとされるのです。

授業では、背中から水に入り（飛び込み）、エレメンタリーバック
ストロークで移動する方法や順下で水に飛び込み、抜き手で移動する
方法を教えます。飛び込んでも視界を確保し、目標地点に向かって泳
いて行きます。



背泳～着衣泳のねらい
＜できる＞

・背浮きで一定時間浮くことができる。

・背浮きキック、背泳、エレメンタリーバックストロークで泳ぐことができる。

・背中からのとびこみや、順下ができる。

・着衣で、背浮きで浮いたり、エレメンタリーバックストロークで泳ぐことができる。

＜わかる＞

・背泳、エレメンタリーバックストロークの技術ポイントがわかる。

・人命救助の泳ぎとして成立した背泳の発展過程がわかる。

・着衣で泳ぐと泳ぎにくさや体力を消耗することがわかる。

・着衣でも背浮き姿勢を取ると、一定時間浮いていられることがわかる。

＜学び合う＞

・ペアやグループの友達と協力して背浮きの観察、比較ができる。



学習内容（全１２時間） ※10･11時のみ２時間続き計の水泳 教材・教えたい内容など

１ オリエンテーション(教室) ペア・グループ分け 集合場所や活動場所の確認

２
呼吸法・ふしうき呼吸
ドル平・クロール・平泳ぎ

息こらえで浮く・息つぎ・クラゲとスーパーマンの対比
下学年で学習してきた泳ぎの復習。

３ 背浮き 背浮きのポイントを見つける。浮きやすい頭の位置を見つける。

４ 背浮きキック 力をぬいたバタ足での背浮きキック

５ 背泳ぎ
・両手伸ばし背浮き 両腕を上げて背浮きキックをする
・片手背浮き 伸びた片方の手を掻く
・背泳ぎ（交互に腕を掻く）リズム「かいて～・パッ」

６ エレメンタリーバックストローク ・逆カエル足 ・リズム「のびて～・パッ・トーン」

７ 抜き手
・ドルクロ⇒キックをカエル足⇒正面の呼吸⇒抜き手
リズム「トン・かいて～ トン・パッ」

８ とびこみ
背中からのとびこみ～エレメンタリーバックストローク
順下～抜き手

９ 記録会
学習してきた泳法で泳ぎ記録をとる。
・ドル平 ・背浮きキック ・エレメンタリーバックストローク
・背泳

10･11 着衣泳 着衣で泳ぐ、レジ袋やペットボトルで浮く、背浮きキックやエレメ
ンタリーバックストロークで泳ぐ等

12 まとめ（教室） 学習の足跡を振り返り、成果を確かめる。



下学年で学習してきた泳法の復習
ドル平 「トーン・トーン・スー・パッ」

平泳ぎ 「トーン・スー・スー・パッ」

クロール「かいて～・パッ かいて～・パッ」

【指導のポイント】
下学年で、ドル平、クロールや平泳ぎの学習を済ませているこ
とを前提としています。初めての時間ですので、これまでの復
習の時間になります。

ふしうき呼吸・ドル平
・ドル平の大切なポイントは、ふし浮き呼吸と同じで、次の４つ
①いきつぎは「パッ」（呼吸）
②「パッ」のあと、おへその方を見る。（姿勢制御）
③くびを「ニューッ」とあげる。（姿勢制御）
④力をぬく（脱力）

流れの中で泳ぐ
プールの対角線の頂点から頂点に向かって、ドル平、クロー
ル、平泳ぎで泳ぎます（約３０ｍ）。ここで大切なことは、出来る
限り流れに身を委ねて泳ぐことです。「トーン・トーン」とキック
を打ったら、その後は、ふしうきの状態をとって水平姿勢を保
ちます。この時間が長いほど、力が抜けた泳ぎになるのです。





背浮き
・体をどのように使えば上手に背浮きができるのか
を、グループで調べます。
表の４つの方法で、どのやり方が長く浮けるのか

を確かめますが、予想では①が一番多く反対に④が
しずみやすいということでした。
実験してみると、やはり①が浮きやすいと言う人

が多かったのですが、③でも浮くという人もいまし
た。腰を引いては浮かず、体をそる方が浮きやすい
ということがわかりました。ただ、アゴを引くより
上げると浮きやすいのですが、あまり上げすぎると
顔がしずんで鼻に水が入りやすいようです。よって、
①～③の間で、鼻に水が入らず浮きやすい頭の位置
を、ペアに支えてもらいながら探します。

背浮きのポイントとして、
①背中をそる。（おへそを出す）
②アゴを上げる。※但し上げすぎない

背浮き

背浮きで浮くためには、姿勢や頭の位置をどのようにすれば
浮きやすくなるのかを実験を通して見つける。





背浮きキック

・スカリング･･･体のまわりの水を軽くかいて、浮きをとる
方法です。体の周りの水を自分の背中の方によせるように
して手をかきます。足は軽くバタ足をします。しかし、こ
れも、体が「くの字」になると、腰が沈んでしまいます。
沈みそうになったら、おへそを出すことです。
・ペアの人が進行方向に立って、背浮きキックで泳ぎます。
泳いでいる人は後ろが見えないので、プールのかべに頭を
ぶつけないようにペアがしっかり見ます。

背浮き
背浮きキック バタ足・手はスカリング

背浮きキック





背泳ぎ
①両手をあげた背浮きキック～片手背泳ぎ・・・ペアが
両手を持ってあげると浮きやすいです。その状態で、片
手だけをかきます。手のひらを外側に向けて、水を背中
の方にかきこむような感じでかきます。
②背泳ぎ･･･もう一方の手で数回かく練習をした後に、
両手を交ごにかきます。その間バタ足をしているのです
が、あくまでも進むためのキックではなく、バランスを
とるためのキックです。そのためにゆっくりキックしま
す。背泳ぎは、ずっと水上に顔を出す泳ぎですが、ここ
でも息つぎを「かいて～・パッ」というリズムに合わせ
て行います。

※背浮きキックができない多くは腰をひいています。
キックも膝を曲げて自転車をこぐような感じでキックす
るので、当然こしがひけて沈んでくるのです。しっかり
体をそって、アゴをあげて泳ぐことが大切です。 

背浮きキック
背泳ぎ「かいて～・パッ」
両手伸ばし背浮き⇒片手背浮き⇒・背泳ぎ（交互に腕をかく）

背泳ぎ





抜き手・エレメンタリーバックストローク

エレメンタリーバックストローク
「のびてー・パッ・トーン」
抜き手
「トンかいて～・トンパッ」

エレメンタリーバックストローク
①逆カエル足･･･背浮きキックでキックをカエル足にし
ます。足を曲げたときに腰を曲げてしまうので、体が
沈んでしまいます。足を曲げたときにひざが水面に出
てしまうと空げりになるので、水中でキックすること
が大切です。
②逆カエル足とかきの協応・・・手のかきとキックの
タイミングを合わせます。リズムは「まげて～パッ・
トーン」となります。「まげて～」のときに逆カエル
足を行い「トーン」で気をつけの姿勢をとります。

抜き手
①ドルクロ「トーン・かいて～・トーン・パッ」
②キックをカエル足にする。
③正面での息つぎ
④抜き手 リズム「トンかいて～・トンパッ」



抜き手





とびこみ～エレメンタリーバックストローク

背泳 「かいて～・パッ かいて～・パッ」

エレメンタリーバックストローク
「のびて～・パッ・トーン」

背中からの飛び込み～エレメンタリーバックストローク
背中からの飛びこみは、いきなりは難しいので、まずは、小
さくなっての飛びこみました。それが出来たら、立ってからの飛
びこみをしました。

①アゴを引いて腰を曲げてたおれこむ。
（気をつけの姿勢でもＯＫ）
②水の中では、鼻から息をはく。

 水面に顔が出たら「パッ」と息つぎをする。
③背浮き姿勢をしっかりとる。（すぐに泳がない）
④エレメンタリーバックストロークで泳ぐ。

  背中から飛びこむのは、初めての経験だったようで、子ども
はおそるおそるプールに飛びこんでいました。慣れてくると、
立った状態からや手を上げてとびこめるようになりました。

※ダブルオーバーアームバックストロークは紹介程度。この方
が泳ぎやすいという子どももいました。





とびこみ～抜き手

順下･･･両足を前後に開いて水をはさむように飛び
込みます。脚の裏側に水の抵抗を受けて、体が沈ま
ない飛び込みが良いのです。高く飛び込むのではな
く、そして、その後は抜き手で泳ぎます。

①飛び込むときに足を前後に開く。
②水に入ると同時に足を閉じる。
③両手で水を下に押す。
※顔が水中に沈まないようにする。
④浮いたら、抜き手で移動する。

順下 足を前後に開いてとびこみむ。
順下～抜き手



『日本泳法12流派総覧』
という日本泳法の各流派
について著された専門書
があります。その中には

「順下」について次のよう
な解説があります。
「高いところから片足でふ
み切り、飛びこむ際、走る
ときのように両足を前後
に開く。水に入ると同時に
両足を強く閉じる。両手は
水を下におし、頭が水中
にしずまないようにする。
これは甲冑をつけたまま
で飛びこんでも、常に敵
を見られるようにするため
です。」

順下のように足から
の飛びこみ方は救命
救助法には欠かせな
い飛びこみ方とされ
ています。体全体に
水の抵抗を受けて、
出来る限り水に体が
沈み込まない飛び込
みが良いとされてい
ます。



記録会

ドル平「トーン・トーン・スー・パッ」
背浮きキック
背泳ぎ 「かいて～・パッ かいて～・パッ」

エレメンタリーバックストローク
「のびて～・パッ・トーン」

これまで学習してきた泳ぎで泳ぎ記録をとる。



着衣泳

・なだしお事件の話（水泳の前に教室や体育館で）⇒資料
・着衣泳
①背浮きキック、エレメンタリーバックストロークーで泳ぐ。
（水着で）

 ・着替える（水着の上に上着、ズボンをつけて、くつをはく）
(2)ドル平、クロール、平泳ぎで泳ぐ

→近代泳法で泳ぎにくさの体験。
(3)背浮きをしよう。
・服に空気を入れて ・ペットボトルを持って ・レジ袋で

(4)うずまきを作って背浮きで漂う。
(5)エレメンタリーバックストロークで泳ぐ。
・背中からのとびこみ⇒エレメンタリーバックストローク

(6)救助のやり方。
・背中からのとびこみ→ペアがペットボトルを投げる。
→受け取ってエレメンタリーバックストロークーで泳ぐ。

着衣の状態で近代泳法で泳ぐと、衣服がまとわりついて泳ぎにくく
疲れることを体験します。しかし、背浮きの姿勢で力をぬくと、呼吸
が確保でき疲れません。また、ペットボトル一本でも浮くことが出来
ること、少しの距離であればエレメンタリーバックストロークで移動
します。泳がずに背浮き姿勢で救助を待つことが何より大切です。





資料

なだしお事件
1988年7月、神奈川県横須賀市沖で 
海上自衛隊の潜水艦「なだしお」とつり
船「第一富士丸」が衝突して、第一富
士丸が沈没しました。浮上してきた潜
水艦と釣船が衝突するという大事故で
した。

「第一富士丸」の乗客39・乗員9（定員超過）のうち30名が死亡し、17名が
重軽傷を負うという痛ましい事故でした。その後の裁判では、なだしお艦
長・第一富士丸船長双方の責任者に有罪判決が下されています。



泳げるが故に

 この犠牲者の中には、長野県のある若い女性がいました。衝突した直後
は、この女性の泳ぐ姿を見ている人も数人いました。彼女は水泳クラブに
入っており、泳ぎには自信があったようです。救助を待って助け出された人
たちの中には「あの人なら岸まで泳いでたどりついているものだと思ってい
た」と言う人もいました。

しかし、翌日、水死の状態で発見されたのです。彼女はきっと泳ぎ疲れ果
てたのでしょう。事故の起こった地点が、横須賀港から３㎞の地点だったの
で、泳げると思ったのでしょうか。泳げるという過信が命を落とすことになる
なんて何と悲しいことでしょう。

学校の水泳が本当に役に立ってるのか問われていると思うのです。







命を守るためには

海で遭難した場合、クロールや平泳ぎで泳いではダメです。服を着たら重く
なって、体にまとわりついて沈んでしまいます。

それでは、どうしたらよいのでしょうか？まず、漂流物を見つけてつかまりま
す。たったペットボトル一個でも体が浮くのです。それがなかったら、体力を
消耗しない背浮きで浮いてみることです。海は塩水なので背浮きなら浮きや
すいのです。

そして、ただひたすら救助を待つことが大切です。泳ぎに自信があるからと
言って泳いではダメなのです。海には波があります。プールで泳いでいる場
合とはまたちがいます。命を守るためには、泳がずに救助を待つことが何よ
りも大切です。それには背浮きが適しています。



着衣泳

着衣泳とは，服を着た状態で浮いたり，移動したりする動作で，水難事故か 

ら自分の身を守る技術を身につけることを目的に行います。

(1)背浮きキック、エレメンタリーバックストロークーで泳ぐ（水着で）
(2)着替える（水着の上に上着、ズボンをつけて、くつをはく）
(3) クロール、平泳ぎで泳ぐ→近代泳法で泳ぎにくさの体験。

エレメンタリーバックストロークー





(4)背浮きをしよう。

・服に空気を入れて ・ペットボトルを持って ・レジ袋で

(5)うずまきを作ってただよう。

(6)エレメンタリーバックストロークで泳ごう。

(7)救助のやり方。

（プールに後ろ向きに倒れる→ペアがペットボトルを投げる。

→受け取ってエレメンタリーバックストロークーで泳ぐ。）

着衣泳

背浮きキック

着衣泳の様子

cyakui.mp4


このお話のまとめ

学校で習う水泳が、実生活には役に立っていないどころか、なだ
しお事件の犠牲者のように、泳げる過信が命を落とすことにつな
がるとすれば、何のために水泳をするのかということを問わなくて
はいけません。

近代泳法を学習する一方で、命を守るための水泳が必要とされ
ます。背泳の学習の延長として、着衣泳が行われていたり、エレ
メンタリーバックストロークなどの学習も必要でしょう。


